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論文内容の要旨 

 

Optimal brain 99mTc-ECD SPECT imaging and analysis to detect misery perfusion on 15O 

PET imaging in patients with chronic occlusive disease of unilateral major cerebral 

artery 

（一側性脳主幹動脈閉塞性病変における貧困灌流の検出のための 15O PETを対照とした 99mTc-ECD 

SPECTの至適画像と解析法） 

（松本昌泰, 及川公樹, 野村順一, 小島大吾, 大志田創太郎, 小林正和, 寺崎一典, 久保慶高, 小

笠原邦昭） 

（Clinical Nuclear Medicine（投稿審査中）） 

 

 

Ⅰ．研究目的 

脳主幹動脈閉塞性病変における貧困灌流とは脳代謝に対して脳血流が不足している状

態である。一側性内頚動脈・中大脳動脈の慢性閉塞性病変において、国際的に用いられて

いる 99mTc-ECD SPECTの貧困灌流の検出精度を検討した報告はこれまでのところ存在しな

い。本研究の目的は、一側内頚動脈・中大脳動脈の慢性閉塞性病変を有する患者における

貧困灌流を検出するために 15O PET を対照として、99mTc-ECD SPECT の至適画像と解析法を

決定することである。 

 

 

Ⅱ．研究対象ならび方法 

 対象症例は脳主幹動脈の一側性慢性狭窄・閉塞性病変 97例とした．PETにより脳血流量

(CBF)，脳酸素代謝量(CMRO2)，脳酸素摂取率(OEF)画像を作成した．また 99mTc-ECD SPECT

はトレーサ投与後，10 分間隔で 50 分までダイナミックスキャンで施行した．両側中大脳

動脈領域と両側小脳半球に関心領域を置き，それぞれ患側／健側比(ARMCA)，健側／患側比

(ARcbl)を算出した． 

 

 

Ⅲ．研究結果 

 PET CBFおよびCMRO2のARMCAと99mTc-ECD SPECTのARMCAおよびARcblは，それぞれ 99mTc-ECD

投与後の 20-30 分の収集で最も相関し，相関係数はそれぞれ 0.654，0.576 であった．貧

困灌流（PET OEFの ARMCA高値）検出能は，99mTc-ECD SPECTの ARMCA単独(ROC上の AUC: 0.780)

に対し，ARcbl/ARMCA(ROC上の AUC: 0.947)で有意に大きかった(P=0.0001)． 

 

 

Ⅳ．結  語 

 脳主幹動脈の一側性慢性狭窄・閉塞性病変における貧困灌流は，99mTc-ECD SPECTにおけ

るトレーサ投与後 20-30分の大脳半球・小脳半球左右比の組み合わせにより高い精度で検

出しうる． 
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論文審査の結果の要旨 

 

論文審査担当者 

主査 教授 伊藤 智範（医学教育学講座：地域医療学分野） 

副査 特任教授 吉岡 邦浩（放射線医学講座） 

 副査 講師 石橋 靖宏（内科学講座：神経内科・老年科分野） 

 

 

脳主幹動脈閉塞性病変における貧困灌流とは，脳代謝に対して脳血流が不足している状態で

ある．一側性内頚動脈・中大脳動脈の慢性閉塞性病変において，国際的に用いられてい

る 99mTc-ECD SPECT の貧困灌流の検出精度を検討した報告は，これまでのところ存在しない．

本研究では，これまで PETでのみ評価可能であった貧困灌流を，現在汎用されている SPECTで

可能ではないかとの仮説に立ち，これを評価しようとした論文である．脳主幹動脈の一側性慢

性狭窄・閉塞性病変 97 例として，PET と 99mTc-ECD SPECT を撮像した．まず，PET の各指標

は，99mTc-ECD投与後の 20-30分の収集で最も相関することを明らかにした．ここで，陰性的中

率は優れていたが，陽性的中率が低いため，両側中大脳動脈領域と両側小脳半球に関心領域を

置き，それぞれ患側／健側比(ARMCA)，健側／患側比(ARcbl)を算出したところ，陽性的中率を

向上しうることを初めて明らかにした． 

 本研究は，99mTc-ECD SPECTにおけるトレーサ投与後 20-30分の大脳半球・小脳半球左右比の

組み合わせにより，貧困灌流を高い精度で検出しうることを示し，きわめて有益な臨床研究結

果を示した．学位に値する論文である． 

 

 

試験・試問の結果の要旨 

最終試験により，研究に着目した経緯，研究の手法，結果の解釈，ならびに問題点などにつ

いて，試問を行い，適切な回答を得た．学位に値する学識を有していると考える．また，学位

論文の作成については，剽窃・盗作などの研究不正はないことを確認した． 
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